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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャを複数に分割するスライス毎に独立して行われる符号化において、動き情報に
ついて、処理対象である当該領域を、当該領域の周辺に位置する周辺領域とマージさせる
マージモードを採用するか否かを、当該領域が属する当該スライスに属する周辺領域の情
報に基づいて制御する符号化制御部と、
　前記符号化制御部の制御に従って、マージモード若しくはそれ以外のモードで当該領域
の符号化を行う符号化部と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　前記符号化制御部は、当該スライスに属する周辺領域の少なくとも１つが動き情報を有
する場合、前記マージモードを採用させる
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記符号化制御部は、
　　当該スライスに属する周辺領域が有する動き情報の数を算出する算出部と、
　　前記算出部により算出された前記周辺領域が有する動き情報の数が０より大きいか否
かを判定する判定部と、
　　前記判定部により前記周辺領域が有する動き情報の数が０より大きいと判定された場
合、前記マージモードを採用させる制御部と
　を備える請求項１または請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　　前記算出部は、
　　　各周辺領域が当該スライスに属するか否かを判定する位置判定部と、
　　　前記位置判定部により当該スライスに属すると判定された周辺領域の予測のタイプ
を判定するタイプ判定部と、
　　　前記タイプ判定部により前記周辺領域の予測のタイプが判定され、動き情報を有す
ると判定された場合、周辺領域が有する動き情報の数をカウントするパラメータの値を更
新する更新部と
　　を備える請求項３に記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　予測画像を生成する予測処理を前記スライス毎に独立して行う予測処理部をさらに備え
る
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記スライスは、前記符号化部による前記ピクチャに対する符号化処理のみを複数に分
割するエントロピスライスである
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像処理装置の画像処理方法であって、
　符号化制御部が、ピクチャを複数に分割するスライス毎に独立して行われる符号化にお
いて、動き情報について、処理対象である当該領域を、当該領域の周辺に位置する周辺領
域とマージさせるマージモードを採用するか否かを、当該領域が属する当該スライスに属
する周辺領域の情報に基づいて制御し、
　符号化部が、その制御に従って、マージモード若しくはそれ以外のモードで当該領域の
符号化を行う
　画像処理方法。
【請求項８】
　ピクチャを複数に分割するスライス毎に独立して行われる復号において、動き情報につ
いて、処理対象である当該領域を、当該領域の周辺に位置する周辺領域とマージさせるマ
ージモードを採用するか否かを、当該領域が属する当該スライスに属する周辺領域の情報
に基づいて制御する復号制御部と、
　前記復号制御部の制御に従って、マージモード若しくはそれ以外のモードで当該領域の
符号化を行う復号部と
　を備える画像処理装置。
【請求項９】
　前記復号制御部は、当該スライスに属する周辺領域の少なくとも１つが動き情報を有す
る場合、前記マージモードを採用させる
　請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記復号制御部は、
　　当該スライスに属する周辺領域が有する動き情報の数を算出する算出部と、
　　前記算出部により算出された前記周辺領域が有する動き情報の数が０より大きいか否
かを判定する判定部と、
　　前記判定部により前記周辺領域が有する動き情報の数が０より大きいと判定された場
合、前記マージモードを採用させる制御部と
　を備える請求項８または請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　　前記算出部は、
　　　各周辺領域が当該スライスに属するか否かを判定する位置判定部と、
　　　前記位置判定部により当該スライスに属すると判定された周辺領域の予測のタイプ
を判定するタイプ判定部と、
　　　前記タイプ判定部により前記周辺領域の予測のタイプが判定され、動き情報を有す
ると判定された場合、周辺領域が有する動き情報の数をカウントするパラメータの値を更
新する更新部と
　　を備える請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　予測画像を生成する予測処理を前記スライス毎に独立して行う予測処理部をさらに備え
る
　請求項８乃至請求項１１のいずれかに記載の画像処理装置。
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【請求項１３】
　前記スライスは、前記復号部による前記ピクチャに対する復号処理のみを複数に分割す
るエントロピスライスである
　請求項８乃至請求項１１のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　画像処理装置の画像処理方法であって、
　復号制御部が、ピクチャを複数に分割するスライス毎に独立して行われる復号において
、動き情報について、処理対象である当該領域を、当該領域の周辺に位置する周辺領域と
マージさせるマージモードを採用するか否かを、当該領域が属する当該スライスに属する
周辺領域の情報に基づいて制御し、
　復号部が、その制御に従って、マージモード若しくはそれ以外のモードで当該領域の復
号を行う
　画像処理方法。
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